
名古屋税理⼠会東⽀部

伴⾛⽀援と業種別着眼点

２０２３年 ９⽉ ４⽇
中⼩機構中部本部

中⼩企業アドバイザー 藤井健太郎

本⽇の内容
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１．伴⾛⽀援のあり⽅の変化

２．⾦融庁「業種別⽀援の着眼点」
の概要



⾃⼰紹介①
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【現職等】
株式会社ＡＣＣ 代表取締役
⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構 代表理事
⼀般社団法⼈岐⾩県中⼩企業診断⼠協会 理事

事業再⽣・承継研究会初代会⻑、知的資産経営研究会初代会⻑
公益社団法⼈愛知県中⼩企業診断⼠協会

経営⼒再構築伴⾛⽀援研究会会⻑、SDGs経営研究会会⻑、知的資産経営研究会初代会⻑
あいち産業振興機構 経営技術診断助⾔外部専⾨家
岐⾩県事業承継・引継ぎ⽀援センター（中⼩企業庁） 事業承継専⾨家
中⼩機構中部本部 中⼩企業アドバイザー（BCP・事業継続⼒強化計画）
INPIT 知財総合⽀援窓⼝ 企業派遣専⾨家
地域中⼩企業・⼩規模事業者プロセスコンサルタント派遣事業 中部経済産業局官⺠合同チーム
東海学園⼤学 ⾮常勤講師（財務・会計、リーダーシップ、SDGs、ストーリー戦略、⼈的資本経営、パーパス経営等）

【資格】
中⼩企業診断⼠、ＭＢＡ、ターンアラウンドマネージャー（事業再⽣）、事業承継マネージャー、
ＡＦＰ、損害保険⼤学課程、⽣命保険応⽤課程

【注⼒分野】
事業再⽣、事業承継、知的資産経営、財務（資⾦繰り・コスト削減・管理会計）、経営者・幹部育成、
マーケティング・営業戦略、リスクマネジメント・保険戦略・BCP、SDGs、補助⾦も少々（〜2.5億円）

【経営⽀援実績】
建設業、医療・介護業、製造業、卸売業、飲⾷業、⼩売業、サービス業、旅館業、教育・保育業など、
年商７０億円超〜数千万円、従業員３００名超〜０名といった規模の７６社における⽀援実績

⾃⼰紹介②
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【略歴】
１９７４年 愛知県江南市で出⽣
１９９３年 愛知県⽴⼀宮⾼校を卒業
１９９７年 南⼭⼤学法学部を卒業（労働法ゼミ）

地元名古屋の会計事務所系経営コンサルティング会社に⼊社
（⽉次決算・年次決算・税務申告・業務改善・相続対策）

２０００年 東京海上⽕災保険株式会社に⼊社
２００１年 損害保険・⽣命保険代理店に⼊社
２０１０年 株式会社ＡＣＣ設⽴ 代表取締役就任
２０１１年 中⼩企業診断⼠⼀次試験合格
２０１２年 東海学園⼤学⼤学院（中⼩企業診断⼠登録養成課程）
２０１４年 同⼤学院を卒業（ＭＢＡ）、中⼩企業診断⼠登録
２０１８年 あいち事業承継ネットワーク名古屋ブロックコーディネーター就任（２０１９年３⽉退任）
２０１９年 プッシュ型事業承継⽀援⾼度化事業岐⾩県ブロックコーディネーター就任（２０２１年組織変更）
２０２０年 中⼩企業基盤整備機構中⼩企業⽀援チーフアドバイザー⇒現︓中⼩企業アドバイザー

（事業継続⼒強化⽀援事業）就任
２０２１年 岐⾩県事業承継・引継ぎ⽀援センター エリアコーディネーター就任（２０２２年３⽉退任）

⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構設⽴ 代表理事就任
２０２２年 株式会社ＡＣＣが「あいちSDGs登録制度」に登録
２０２３年 地域中⼩企業・⼩規模事業者プロセスコンサルタント派遣事業 中部経済産業局官⺠合同チーム参画

【著書・寄稿等】
２０２１年 令和3年度中⼩企業診断⼠理論政策更新研修テキスト『中⼩企業のBCP策定⽀援』

（発⾏︓⼀般社団法⼈中⼩企業診断協会）
２０２２年 『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅（共著）』（発⾏︓銀⾏研修社）



⾃⼰紹介③︓2022年12⽉新刊『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』
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【hontoレビューより】
・第2章では、伴⾛⽀援と本業⽀援を定義したうえで、ビジョンを重視
し、不確実な時代の環境変化に柔軟に対応する必要性を、理論と実例
をもって分かり易く解説。とくに事例は秀逸である。

・本書は、中⼩企業⽀援に取り組む者の最低限必要な知識と⼼構え、
伴⾛⽀援の実務と続き、最後に再⽣⽀援で結ばれている。この構成の
書物はこれまで⾒たことがない。現場でたたき上げた3⼈の共著であり、
説得⼒も⼗分である。新たなチャレンジがされた名著だと思う。

【amazonレビューより】
・「第2章」事業計画の形骸化
リスケ等のために、お客様が真に腹落ちせずに、融資条件的に作らさ
れた感のある事業計画は作りたくないものです。しかしお客様の理解
を得て、⾦融機関から⾒たら「こんなもの」と⾔われかねない計画書
でも、経営者と従業員が腹落ちしてアクションしてくれれば、それで
も良いと思います(極論ですが…)事例にあったプレス業A社のような計
画書が策定でき、その後のモニタリング等にも携われたら嬉しいです。

・三⼈の実務家による、⾦融機関職員や事業者をなんとか⽀援したい
という愛情を感じる本です。⼀刻も早く読んで動き出しましょう。ポ
ストコロナはもう始まっています。

・第2章を⾦融機関の経験のない⽅が執筆しておられ、書籍にも書いて
ありましたが「⾦融機関⽬線を排除」することで全体のバランスもう
まく取れています。採り上げられている事例は、実際に感じた葛藤や、
忸怩たる思いが素直に記述されており、専⾨家のエコシステムの必要
性を実感させてくれます。綺麗ごとでない素直な表現に共感します。

⾃⼰紹介④
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【講演・研修歴等】
●⾦融機関
・経営者としての決算書の読み⽅
・リスクマネジメントと事業継続・BCP

・財務分析と利益・キャッシュフロー管理
・事業承継セミナー・後継者塾
・ローカルベンチマークによる現状把握
・経営デザインシートによる将来ビジョンの構築 他
●信⽤保証協会
・ローカルベンチマーク・経営デザインシートの活⽤法
・価値創造セミナー
・後継者育成塾 他
●中⼩企業団体中央会
・情報セキュリティ・BCP対策について
・コロナ禍における事業継続のために
●市町村
・SDGsを活⽤したブランディング
・経営者のためのマーケティング戦略
・感染症・災害時における事業継続計画について 他
●中⼩機構
・SDGs経営への第1歩
・地域⾦融機関のための伴⾛⽀援⼒向上プログラム

→伴⾛⽀援の在り⽅（講義）・演習（ロープレ）

●商⼯会議所
・ローカルベンチマークを使った経営計画作成
・事業継続⼒強化計画策定
・With/Afterコロナ時代の経営戦略と事業再構築
・ビジネスモデル変⾰による事業再構築〜ローカルベンチマー
クと事業再構築補助⾦の利⽤〜
・経営⾰新計画とSDGsブランディング
・明⽇から出来るビジネスモデル再構築戦略策定セミナー＆
ワークショップ

・愛知県商⼯会・商⼯会議所経営指導員等応⽤研修特別コー
ス（伴⾛⽀援、経営計画策定、業種別⽀援の着眼点）他
●税理⼠会
・With/Afterコロナの中⼩企業⽀援対策〜事業承継、ローカルベンチマー

ク・早期経営改善計画、事業継続⼒強化計画・ＢＣＰ〜

・With/Afterコロナ時代の経営戦略と事業再構築〜補助⾦実例
を交えて
・事業計画書の書き⽅
・ローカルベンチマークによるポストコロナ⽀援
●弁理⼠会
・経営デザインシートによるIPランドスケープ⽀援
・知財経営・知財⾦融に役⽴つ経営知識
●⾦融庁・⽇本経済新聞社共催
・「Regional Banking Summit×⽇経地⽅創⽣フォーラム」

・・・他、多数
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１．伴⾛⽀援のあり⽅の変化

２．⾦融庁「業種別⽀援の着眼点」
の概要

現代は経営⼒が真に問われる時代

8出所︓内閣府SNAサイト（年度ベース）を基に講師作成

56〜73年度
平均9.1％

74〜90年度
平均4.2％

91〜20年度
平均0.7％

不確実性不確実性

経営環境
激変

経営環境
激変



（うまく⾏っていない or 苦境にある）経営者の思考傾向

9

重要

重要ではない

緊
急
で
は
な
い

緊
急

・⽬先の資⾦繰り
・⽬先の売上
・⽬先の集客・広報・SNS
・⽬先の⼈材採⽤
・⽬先の節税
・トラブル・クレーム対応 等

・経営戦略・事業戦略
・財務戦略・税務戦略
・マーケティング
・ブランディング
・知財戦略
・リスクマネジメント
・モニタリング・⾒直し
・⼈材育成 等

・上記でも効果的でないもの等
多々あるが、あえて列挙しない。
・ただしセレンディピティを起こ
す可能性も

・上記でも効果的でないもの等
多々あるが、あえて列挙しない。
・ただしセレンディピティを起こ
す可能性も

経営⼒再構築伴⾛
⽀援が必要︕

経営再構築伴⾛⽀援で企業の経営改善・ビジョン実現へ

10

現在地現在地

ビジョン

ビジョンが明確でな
いと迷⾛してしまう

状況変化にはミッショ
ン・バリューズを元に
対応してビジョン実現

へと向かう

現状把握から、ビ
ジョン実現のための
戦略・戦術を⽴てる

成功︕

「物事は２度、創られる」
（７つの習慣より）

⇒バックキャスティングが必要

出所︓藤井健太郎他『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』（銀⾏研修社 2022年）を加⼯



⽀援時の注意点〜戦略・戦術の違いと⼀つの真実

戦略
Strategy

戦術
Tactics

中⻑期的な⽬的達成のた
めに何をやるのか（⽬
標）の決定と資源の総合
的な配分・調整
⇒WHAT・WHY・⻑期的・
⼤局的・全体最適

戦略で定めた⽬標を効率
よく達成するために取る
「技術的⼿段」
⇒HOW・WHEN・WHERE・
短期的・局所的・部分最
適

戦略の失敗は戦術で
補うことはできない
⇒クラウセヴィッツ

『戦争論』

11

補助⾦を使って低コストでWebサイトを作って（戦術）も・・・

12

メイン顧客は建築
業者・設備設置業
者等、周りは⼯業
団地で企業誘致に
積極的であれば︖



強みを活かした経営（＝知的資産経営）が重要

13出所︓経済産業省「（企業向け）ローカルベンチマークの活⽤に向けて」

知的資産経営⽀援⼒（事業性評価⼒）は各種⽀援のOS（オペレーションシステム）

14

知的資産経営⽀援⼒＝OS知的資産経営⽀援⼒＝OS

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

知的資産経営⽀援⼒＝OS知的資産経営⽀援⼒＝OS

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

知的資産経営⽀援⼒＝OS 知的資産経営⽀援⼒＝OS

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

各種⽀援＝アプリ
（経営戦略・マーケティング・
ブランディング・IT・BCP・税
務・知的財産権・補助⾦など）

＊あくまで個⼈的な意⾒です。



経営⼒再構築伴⾛⽀援とは︖

15出所︓経済産業省「伴⾛⽀援の在り⽅検討会報告書・概要資料」（2022年3⽉）

16

経営⼒構築型伴⾛⽀援による「真の経営⼒の会得」

出所︓「第1回伴⾛⽀援の在り⽅研究会」事務局資料
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⾃⼰変⾰への「５つの障壁」と経営⼒再構築伴⾛⽀援

出所︓「第1回伴⾛⽀援の在り⽅研究会」事務局資料

ローカルベンチマーク
経営デザインシート

で⾒える化

＋試算表・決算書等
で⾒える化

経営⼒再構築伴⾛⽀援が求められる背景①︓適応課題

18出所︓中⼩企業庁・中⼩機構・経営⼒再構築伴⾛⽀援推進協議会「伴⾛⽀援ガイドライン」



経営⼒再構築伴⾛⽀援が求められる背景②︓課題設定の主体

19出所︓中⼩企業庁・中⼩機構・経営⼒再構築伴⾛⽀援推進協議会「伴⾛⽀援ガイドライン」

１．リーダーが陥りやすい誤りは、「適応課題」に対して「技術的問題」の
解決策を当てはめて解決しようとすること
２．「適応課題」に対処するには当事者が対話を通じて問題の定義や解決策
を探求し、⾃分たちの捉え⽅や思い込み、習慣を変えることが必要
（⽶ハーバード⼤学 R.ハイフェッツ）

１．リーダーが陥りやすい誤りは、「適応課題」に対して「技術的問題」の
解決策を当てはめて解決しようとすること
２．「適応課題」に対処するには当事者が対話を通じて問題の定義や解決策
を探求し、⾃分たちの捉え⽅や思い込み、習慣を変えることが必要
（⽶ハーバード⼤学 R.ハイフェッツ）

経営⼒再構築伴⾛⽀援が求められる背景③︓⽬に⾒えない課題

20出所︓中⼩企業庁・中⼩機構・経営⼒再構築伴⾛⽀援推進協議会「伴⾛⽀援ガイドライン」

対話により、課題
だけでなく知的資
産を⾒える化する
と、さらに良い。
⇒事業性評価

対話により、課題
だけでなく知的資
産を⾒える化する
と、さらに良い。
⇒事業性評価



経営⼒再構築伴⾛⽀援における対象企業の属性と⽀援機関の関係

21出所︓中⼩企業庁・中⼩機構・経営⼒再構築伴⾛⽀援推進協議会「伴⾛⽀援ガイドライン」

22

（参考）税理⼠における「経営⼒再構築伴⾛⽀援」

出所︓中⼩企業庁・中⼩機構・経営⼒再構築伴⾛⽀援推進協議会「伴⾛⽀援ガイドライン」



相⼿に合わせて伴⾛⽀援⽅法を調整する

23出所︓藤井健太郎他『新時代の中⼩企業経営⽀援の考え⽅』（銀⾏研修社 2022年）

参考ツール①︓ローカルベンチマーク（ロカベン）

24出所︓経済産業省「（企業向け）ローカルベンチマークの活⽤に向けて」



ローカルベンチマーク（ロカベン）①財務分析

25

ローカルベンチマーク（ロカベン）②商流・業務フロー

26



ローカルベンチマーク（ロカベン）③4つの視点・まとめ

27

ローカルベンチマークガイドブック（2021年5⽉公表⇒2023年4⽉ SDGs/DX対応版公表）

28https://www.meti.go.jp/policy/economy/keiei_innovation/sangyokinyu/locaben/guide.html



参考ツール②︓経営デザインシート

29出所︓内閣府知的財産戦略推進事務局「経営デザインシートについて」（ 2020年1⽉）

経営デザインシートの概要

30出所︓内閣府知的財産戦略推進事務局「経営をデザインする」（ 2019年6⽉）



経営デザインシート（簡易版）

31

経営デザインシート作成テキスト

32https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/keiei_design/index.html



33出所︓経済産業省「知的資産経営ポータルサイト」

【参考】知的資産経営①

【参考】知的資産経営②

34出所︓中⼩機構『事業価値を⾼める経営レポート 作成マニュアル改訂版』



【参考】知的資産経営③

35出所︓中⼩機構『事業価値を⾼める経営レポート 作成マニュアル改訂版』

【参考】知的資産経営④

36出所︓⼀般社団法⼈企業価値創造⽀援機構『わさび屋株式会社と岐⾩県信⽤保証協会の取組事例』



ロカベン＋αで伴⾛⽀援をレベルアップ

37出所︓経済産業省『ローカルベンチマークガイドブック（⽀援機関編）』に講師加筆

＋経営デザインシー
トの「これまで」の
価値創造メカニズム

＋経営デザインシー
トの「これまで」の
価値創造メカニズム

＋経営デザインシー
トの「これから」の
価値創造メカニズム

＋経営デザインシー
トの「これから」の
価値創造メカニズム

＋経営デザインシートの
「これから」から「これ
から」へ移⾏の戦略

＋経営デザインシートの
「これから」から「これ
から」へ移⾏の戦略

＋数値計画を含めた経営計画
＋各種⽀援

＋数値計画を含めた経営計画
＋各種⽀援

ロカベンから始まる伴⾛⽀援の3ステップ

ローカルベンチマーク

①財務分析

②商流・業務フロー作成

③４つの視点作成

経営デザインシート

④事業⽤シート作成（事業が
１つの場合は不要）

⑤全社⽤シート作成

⑥ロカベン「４つの視点」の
将来⽬標・課題・対応策と併
せて検討し将来をデザイン

経営計画策定・各種⽀援

⑦ロカベン・経営デザイン
シートをもとに数値計画・ア
クションプランを策定

⑧アクションプラン実⾏時の
各種⽀援

企業の強みを活かし、財務・⾮財務のバランスの取れた
実効性（実⾏性）の⾼い計画策定・⽀援が可能︕

⇒伴⾛⽀援の実現︕

38出所︓藤井健太郎『名古屋税理⼠会・⽇本弁理⼠会東海会・名古屋商⼯会議所他研修資料』



ローカルベンチマークで⾒える化した課題対応策への⽀援例

①BCP策定⽀援、②事業継続⼒強化計
画策定⽀援、③レジリエンス認証取
得⽀援

①社労⼠を紹介、②働き⽅改⾰推
進⽀援センターを紹介

プロフェッショナル⼈材戦略拠点
を紹介（⼈材紹介・⼤企業連携を
実施中）

①家族会議・事業承継計画策定⽀
援、②後継者による株式取得資⾦
の調達⽀援、③事業承継ネット
ワークの後継者育成塾を紹介

経営幹部育成⽀援

39

3年後に数値計画と共にほぼ実現︕3年後に数値計画と共にほぼ実現︕

⽀援者としての使命感を、的確・効果的に⽀援につなげるアート系スキルが⼤切

サイエンス系

スキル

アート系スキル

⽀援者としての使命感

＝存在意義

・専⾨知識やツールを使いこなすスキル

・経営者・従業員との対話を⾏うスキル
・企業の知的資産や本質を⾒抜き、引き
出すスキル

・事業者のために役⽴ちたいという熱い
思い
・事業者への強い興味・関⼼

40

成
果
成
果

出所︓藤井健太郎『名古屋税理⼠会・⽇本弁理⼠会東海会・名古屋商⼯会議所他研修資料』



研究会で実施したロープレ⾵景と実習概要

41出所︓藤井健太郎『名古屋税理⼠会・⽇本弁理⼠会東海会・名古屋商⼯会議所他研修資料』

ご清聴ありがとうございました。

今回の内容が、少しでも皆様のお役に⽴ちました
ら幸いです。
ご質問などございましたら、お気軽にお問合せく

ださい。
ありがとうございました。

E‐mail︓kentaro.fujii@acc‐kf.net
Facebook︓https://www.facebook.com/kentaro.fujii.182/
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中⼩機構中部本部
中⼩企業アドバイザー 藤井健太郎


